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研究成果の概要： 
 ドイツの社会学者ニクラス・ルーマンが主導した社会システム理論が、戦後に形成された一

般システム理論に関する研究者集団の流れに連なる「社会学的システム理論」であろうとして

いたことを明らかにした。また、この一般システム理論の研究者集団において何が問題とされ

ていたかという出発点から、難解きわまるとされる社会システム理論を簡明に読み解く道を示

した。そして、この「社会学的システム理論」の今後の展開可能性はルーマンが試みていた《社

会の理論》（Theorie der Gesellschaft）の構築というプロジェクトの延長線上にあるというこ

とを明らかにし、今後の理論社会学に一定の見通しを与えた。すなわち今後の展開可能性は、

社会は外側から捉えられず内側からしか捉えられないということ、言い換えると「社会が社会

自らを捉える」ということにかかわる多種多様な問題を、システム理論の道具立てを用いてい

かに解くことができるかという道筋の上にある。 
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１．研究開始当初の背景 
(1)現代社会に対する社会学の理論的アプ

ローチを構想するにあたっては、ドイツの社

会学者ニクラス・ルーマンによる「社会シス

テム理論」は、質・量ともに他を圧倒してお

り、格別の重要性をもっている。しかしそれ
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と同時に、ルーマン関連文献は難解をもって

知られていた。すなわち、文章の晦渋さに加

え、システム理論由来とされる独特のジャー

ゴンの多用が、読者による理解を阻んできた

のである。 
 
(2)ルーマンは1998年に亡くなった。そして
21世紀に入ってまもなく、彼の遺稿もほぼ世
に出揃った。ルーマンの一連の業績は膨大な

量にのぼるとは言え、それに関して評価を定

める条件は整ってきつつあると言える。しか

しそれでもなお、国内外の社会学の世界にお

いては「社会システム理論は難解」という評

価は相変わらずであり、敬して遠ざけられる

傾向が続いていた。また、社会システム理論

研究の内部においても、ルーマンの企図を彼

の死後どのように発展させていくかという

方向性の研究に関しては手つかずのままで

あった。 
 
 
２．研究の目的 
(1)ルーマンが試みていたような「システム

理論によって社会学理論を基礎づける」こと、

そしてしかる後に「システム理論によって

《社会の理論》を構想する」ということ、こ

ういった研究プロジェクトはどのような意

味であったのか、また何のためであったのか

といったことを解明する。 
 
(2)ルーマンの構想は今後も維持できるのか

どうか、より限定して言うと、ルーマンが盛

んに用いていたシステム理論由来とされる

さまざまな言葉、たとえば「オートポイエー

シス」「自己言及」「構造的カップリング」「固

有値」といったタームが、さらに突き詰めて

言うと「システム」という言葉そのものが、

社会学の（一般）理論を打ち立てようとする

関心に照らして、本当に必要であるかどうか

（あるいは他でもありうるのかどうか）を論

じる。 
 
(3)ルーマン亡き後、彼の構想を引き継ぎ、

社会システム理論を展開させていくには何

をどうすることが必要で、そのためにはどう

いう材料が必要となるかといったことを明

らかにする。 
 
 

３．研究の方法 
(1)ルーマン自らが依拠しているシステム理

論（彼自身の言葉では「自己言及システムの

理論」）の文献や研究会記録にあたって内容

を検討し、また、「システム理論」の成立の

歴史的背景を明らかにすることで、ルーマン

が社会学にとって「システム理論」が必要だ

と考えた理由を浮き彫りにする。 

 

(2)ルーマン最晩年の大著Die Gesellschaft 

der Gesellschaft（1997年）を精読し、それ

こで述べられているルーマンの研究プロ

ジェクト《社会の理論》を、「システム理論」

に関する知識社会学的考察と照合させるこ

とで、よりわかりやすいルーマン解釈と、

ルーマン理論からの展開可能性の提示を試

みる。 

 

 

４．研究成果 

(1)一般システム理論におけるフィード・

バック概念の新たな展開やそれと関連する

概念群が、社会システム理論においても重要

な位置を占めており、またこれらのシステム

理論的概念によって、社会学の主要なテーマ、

あるいは理論枠組そのもの（「再帰性」など）

を再解釈することができるだろうという見

通しに基づき、英国の社会学者アンソニー・

ギデンズの学説を捉えなおした。ギデンズに

よって唱導された「第三の道」の議論は、彼

の言う「制度的再帰性」の概念に基づいてい

るが、この「制度的再帰性」をルーマン流の

社会システム理論と結びつけることで、近代

社会システムの自己制御というギデンズの

ビジョンをより理論的に深化させた（論文

③）。 
 

(2)社会学の一部門である社会システム理論

は一般システム理論の成果を一方的に受け

入れているだけと思われているが、一般シス

テム理論が「一般」という言葉を用いている

ことからすれば、それとは逆に社会学からシ

ステム理論一般へと貢献する社会学的シス

テム理論というものもありうるはずである。

その可能性をパラドックス概念の検討から

示唆することによって、今後の社会システム

理論の「精緻化」の方向性を示した（学会発

表③）。 

 



 

 

(3)戦後まもなく形成された一般システム理

論の研究者集団から社会学者たちが排除さ

れたのは、社会学の対象がシステム理論にな

じまなかったせいではなく、当時の集団内の

相互作用（人間関係）、および、戦後アメリ

カの政治的状況といった偶然の要因による

ところが大きいということを明らかにした。

またこのことから、システム理論が社会学と

結びつくこと、あるいは社会学的なシステム

理論を構想することは十分可能であること

を示唆した（学会発表②、論文①）。 

 

(4)ルーマンにおいては、一般システム理論

の社会学への適用可能性という意味でのひ

とつが、「社会」についての理論構築である。

ルーマンが、システム理論に基づいて近代社

会をシステムとして再解釈し、これをもって

社会学的な「社会の理論」の構築を試みてい

たことを示し、ここから、「いかにして社会

を記述しうるか」という問いの形式を手がか

りとすることで、ルーマン《社会の理論》の

エッセンスとその意義の平明な説明を提示

した（論文②）。 

 

(5)ルーマンにおけるシステム理論由来の語

彙の多用の理由の一つを解明し、ルーマンの

到達点についての評価を行った。すなわち

ルーマンは、「社会の中でしか社会を観察で

きない」ということ（言い換えると「社会は

外側から観察できない」ということ）から生

じる論理学上の困難、すなわちパラドックス

の問題を解くために、ハインツ・フォン=フェ

ルスターやゴットハルト・ギュンターといっ

たシステム理論研究者集団のメンバーたち

の所説を参照したのだということ、また、方

法論においては前述の観察とパラドックス

の問題に答えを出したが認識論においては

答えを出せず、ある程度の方向性を示すのみ

にとどまったといったことを示した（学会発

表①）。 
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